












平成 24 年度 国際交流推進機構基盤強化経費に基づく 
教職員等の海外派遣事業実施報告書 
 
－ 米国図書館界の目録業務調査～RDA 導入状況を中心に～ － 
 
















米国議会図書館では、RDA の策定や Webinar などの研修体制、新しい書誌フ
レームワークBIBFRAMEなどについて調査を行った。オハイオ州立大学では、
漫画という特殊資料の目録業務において、日本のデータが役立っている様子を
確認することができた。OCLC では、WorldCat の品質管理や、RDA の適用予
定について調査し、CJK 資料の目録業務や問題点を確認した。コロンビア大学
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 これらを実現するものとして RDA が策定されたが、草案発表の度重なる延
期、その有効性をはかるための RDA テストの実施など、全体草案公開からすで
に 4 年以上の歳月が経過している。研修の計画立案時点では、米国議会図書館

















1. 米国議会図書館（Library of Congress = LC） 
    http://www.loc.gov/index.html 
・館内ツアー 
  Stacie Moats (Visitor Services Specialist) 
・東アジア資料の閲覧サービス 
  Dongfang Shao (Chief, Asian Division) 
  Eiichi Ito (Reference Specialist, Japanese Collection) 
・RDA の改訂作業 
    Dave Reser (Cataloging Policy Specialist) 
    ・日本語資料の RDA を用いた目録作業 
 Sook Hee Weidman (Section Head) 
 Koji Takeuchi (Librarian) 
 Setsuko Means (Library Technician) 
・LC の目録業務全体について 
Caroline Saccucci（Dewey Section Head, U.S. General Division） 
Regina Reynolds (ISSN Publisher Liaison Section Head, U.S. and 
Publisher Liaison Division) 
Noriko Sugai (Japanese Legal Cataloger, Law Section, U.S. and 
Publisher Liaison Division) 
・ BIBFRAME について 




    Maureen H. Donovan (Japanese Studies Librarian Professor) 
    Misty Alvaro (Project Coordinator Manga Special Collections 
    Cataloger) 
    Morag Boyd (Assistant Professor Special Collections Cataloging) 
 
3. Online Computer Library Center (OCLC) 
http://www.oclc.org/home.en.html 
・ コーディネーター 
 Hisako Kotaka (Quality Control, MC 139) 
・ OCLC のメタデータサービス 
    Vince Wortman (Cataloging Manager) 
・ OCLC WorldShare について 
    Matt Goldner (Product & Technology Advocate) 
・ WorldCat の RDA 対応について 
Cynthia M. Whitacre (Manager, WorldCat Quality & Partner 
Content Dpt.) 
        Laura J. Ramsey (Quality Control, MC 139) 
・ OCLC のシステムとデータセンター案内 





Hideyuki Morimoto (Japanese Cataloger) 
・ 図書館概要説明、館内ツアー 
Ria Koopmans-de Bruijn (Head of Public Services/East Asian 
Studies Librarian) 
Sachie Noguchi (Japanese Studies Librarian) 
・ バトラー図書館の目録業務 





1. 米国議会図書館（Library of Congress＝LC） 
 
【概要】 
 LC では先述のとおり 2013 年 3 月 31 日（日）より目録規則を RDA に全面






 RDA トレーニングは基本的に全カタロガーが受講する。500 名以上のカタロ












 LC は RDA 本文の改訂、維持作業を行っている Joint Steering Committee for 








されている“RDA Toolkit”に反映され、次回の大きな改訂は 2013 年 4 月に行
われるとのことである。仔細な変更については 各委員が随時提案でき、“fast 








 LC の目録業務は、"Acquisitions and Bibliographic Access Directorate" （収
書・目録部門）の下に 10 の Division があり、それぞれに 4～20 名のスタッフ




 当日は Asian and Middle Eastern Division の Northeast Asia Section で






















 LC は、2012 年 11 月に MARC に代わる新たな書誌データモデル
「BIBFRAME」の草案を発表した。Linked Data を強く意識し、Web 世界に
おいて，より広い情報コミュニティとの関わりの中で図書館の作る書誌データ











 オハイオ州コロンバスに位置するオハイオ州立大学は、学生数約 65,000 人、
教職員数約 42,000 人の全米最大規模の大学である。この大学にはマンガ図書館
（Billy Ireland Cartoon Library and Museum）があり、日本のマンガもレコ
ード数にして約 18,000 点所蔵されている。このマンガ図書館は現在別の建物へ
の移転が予定されており、移転先の建物は改築工事中である。 
 この移転、改築にはスヌーピーで知られる『ピーナッツ』の著者 Charles M. 
Schulz 氏の未亡人からの 100 万ドルの寄付金が使用される。また、他の人から
寄付があった場合に、その同額を Schulz 氏の未亡人が最大 250 万ドルまで寄付
をするという資金獲得運動が行われている。つまり、総額 500 万ドルの寄付を
得る可能性がある。同図書館の Web サイトには米国のカートゥーニストの専門










タが OCLC の世界的書誌データベースである WorldCat に提供されるようにな
り、そのデータをコピーして使えるようになったことが非常に便利とのことで
あった。また、典拠データについても NDL がバーチャル国際典拠ファイル



























されている。OCLC での RDA への対応や実際の目録作業等について調査訪問
を行った。 
【RDA への対応について】 

























【クラウドサービス WorldShare Management Services】 
 また、訪問時には、現在開発中であるクラウドサービス WorldShare 


















っている。スタッフの人数は、ダブリンに 20 catalogers と 5 processors、カナ
ダのウィニペグに 24 catalogers と 11 processors であり、図書館学修士号かま
たは同等の学歴が必要とのことである。トレーニングはスタッフの経験や能力
に応じてカスタマイズしており、RDA トレーニングは LC の Webinar を使用し
ているとのことであった。 


























 コロンビア大学は 1754 年設立の歴史ある大学で、ニューヨーク州マンハッタ
ンに位置している。学生数約 28,000 人 、フルタイムの教職員数約 3,600 人。
全米で 5 番目に古いアイビー・リーグの 1 校である。 
 コロンビア大学図書館は蔵書数約 1,230 万冊、メインライブラリーであるバ
トラー図書館と、法学や医学など主題ごとの図書館に分かれている。今回はこ
のうち、東アジア資料を専門に扱う C.V.スター東亜図書館とバトラー図書館を
訪問した。なお、コロンビア大学図書館は、2010 年に米国で国立 3 館を中心に
行われた RDA テストの参加館である。 
  
【C.V.スター東亜図書館の目録業務】 





同協会が運営する RDA と CJK 資料についての Wiki サイトに精力的に投稿さ
れている。 
 RDA の適用状況について話をうかがった。中国語資料は RDA テストに参加
し、日本語資料は一部のみ参加、韓国語資料は参加しなかった。テスト後にい
ったん AACR2 での目録作業に戻したが、2011 年末から 2012 年初頭にかけて、
コーネル大学に合わせる形で（2CUL--後述）RDA に移行したとのことである。











 次に、バトラー図書館の目録業務について話を伺った。Kate Harcourt 氏は、













（トゥー・クール）」という協力体制を 2009 年に結んでいる。その第 2 フェー
ズとして整理部門の統合を進めている。この事業は、アンドリュー・W・メロ






































































 また、オハイオ州立大学マンガ図書館の移転や、コロンビア大学 2CUL に共
通していることとして、外部資金の活用があげられる。何かのプロジェクトを
行う際には必ず資金が必要であり、その獲得のためには、プロジェクトの重要
性について外部に十分説明し、理解を得ることが求められる。そのために我々
自身が学内外の教育研究コミュニティにいかに寄与するか、そこに求められる
専門性とは何かを改めて見直し、明確にする時期なのではないだろうか。 
 
